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　ドイツ自動車産業における
「リーン生産システム」の展開
販売市場の極度の不振とマルク高による国際競争力の
後退を背景として，経営業績の悪化に苦しんでぎた。
そこで販売の低迷に伴う国内事業所の操業度の低下に
伴う雇用調整を本格化させる一方，マルク高と市場の
グローバル化，あるいは東欧の市場経済化を背景に海
外直接投資（生産拠点の海外展開）を本格化させてい
る。
　折しもマサチューセッツ工科大学（MIT）のウォ
マックらの「リーソ生産システム論」は，ドイツの産
業界に大いに注目され，多くの議論を呼ぶところとな
った。なかでも自動車産業の経営老たちは，自社の国
際競争力を強化するという観点から，このトヨタ生産
システム方式の理念型モデルとされる「リーン生産シ
ステム論」を積極的に支持しており，90年代のドイツ
自動車産業の「経営合理化のバイブル」となっている
とまで言われている。事実VW社やオペル社を中心
とするドイツ自動車メーカーは，旧東ドイツの新しい
生産拠点でこうした「リーソ生産システム」（正確に
は「ヌミ（NUMMI）ないしカミ（CAMI）方式一北
米トランス・プラソト方式」の全面的な導入に踏み切
っている。
　1980年代のドイツ自動車産業の「フレキシブル合理
化」の展開過程において，フレキシブル自動化技術と
熟練工資格を有する専門労働者の大量投入と「集団労
働」によって，「ポスト・フォーディズム」の下での
「ドイツ的生産モデル」が大きくクローズ・アップさ
れてきた。しかしながら，「日本的生産システム」で
ある「リーン生産システム」の展開は，従来の「ドイ
ツ的生産モデル」に大きく変容を迫っているようにも
思われる。
　今年度は，標記研究課題に関する初年度の基礎的研
究を踏まえて，成果の取りまとめを行い，ドイツ自動
車産業が現在国内事業所において「リーソ生産システ
ム」をどのように展開しようとしているのか，それに
伴い80年代に確認された「ドイツ生産モデル」はどの
ような変容を遂げようとしているのか，こうした経営
合理化に対して労働者利害代表（経営評議会と労働組
合）はどのように対応しているのかについて研究を進
めてきた。この研究成果は，『ドイツ的生産モデルと
フレキシビリティ』（1997年度「明大社研叢書」とし
て公刊予定）と題する拙著としてまとめられた。
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ドイツ自動車メーカー各社は，1990年代初頭の欧州
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